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公立大学法人広島市立大学情報セキュリティ

対策規程 

平成22年４月１日 

規 程 第 30 号 

（目的） 

第１条 この規程は、公立大学法人広島市立大学（以下「法人」という。）におけ

る情報セキュリティ対策の実施に当たり必要となる事項を定め、もって法人の保

有する情報資産の機密性、完全性及び可用性を維持するとともに、法人の情報シ

ステムの公開性及び利便性を確保し、教育研究活動を活性化することを目的とす

る。 

（定義） 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号の定めると

ころによる。 

⑴ 情報システム 情報処理及び情報ネットワークに係るシステムで、次のもの

をいい、情報ネットワークに接続する機器を含む。 

ア 法人により、所有又は管理されているもの 

イ 法人との契約又は他の協定等に従って提供されるもの 

⑵ 情報 次のものを含めて情報という。 

ア 情報システム内部に記録された情報 

イ 情報システム外部の電磁的記録媒体に記録された情報 

ウ 情報システムに関係がある書面に記載された情報 

⑶ 情報資産 情報システム及び情報システム内部に記録された情報、情報シス

テム外部の電磁的記録媒体に記録された情報及び情報システムに関係がある書

面に記載された情報をいう。 

⑷ 実施基準 この規程に基づいて策定される情報セキュリティ対策を行うた

めの指針をいう。 

⑸ 手順 実施基準に基づいて策定される情報セキュリティ対策を行うための

具体的な手順及びマニュアルをいう。 

⑹ 情報セキュリティポリシー（以下「ポリシー」という。） この規程、実施

基準及び手順の総称をいう。 

⑺ 教職員 本学に勤務する役員、職員（臨時職員、非常勤職員及び特任教員を
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含む。）をいう。 

⑻ 学生 本学に在籍する学生、研究生、科目等履修生、特別聴講学生、外国人

留学生をいう。 

⑼ 利用者 教職員及び学生で、情報システムを利用する許可を受けて利用する

者をいう。 

⑽ 臨時利用者 教職員及び学生以外の者で、情報システムを臨時に利用する許

可を受けて利用する者をいう。 

⑾ 情報セキュリティ 情報資産の機密性、完全性及び可用性を維持することを

いう。 

⑿ 電磁的記録 電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識するこ

とができない方式で作られる記録であって、コンピュータによる情報処理の用

に供されるものをいう。 

⒀ インシデント 情報セキュリティに関し、意図的又は偶発的に生じる、法人

の規定又は法律に反する事故又は事件をいう。 

⒁ 部局 次の組織を単位として部局という。 

 ア 国際学部・国際学研究科 

イ 情報科学部・情報科学研究科 

ウ 芸術学部・芸術学研究科 

エ 広島平和研究所 

オ 附属図書館 

カ 語学センター 

キ 情報処理センター 

ク 芸術資料館 

ケ 社会連携センター 

コ 国際交流推進センター 

サ キャリアセンター 

シ 事務局 

（適用範囲） 

第３条 この規程は、法人の情報システムを運用・管理する者並びに利用者及び臨

時利用者に適用する。 

（全学情報セキュリティ総括責任者） 
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第４条 情報システムの運用に責任を持つ者として、法人に全学情報セキュリティ

総括責任者を置き、総務・危機管理担当理事をもって充てる。 

２ 全学情報セキュリティ総括責任者は、ポリシーの決定や情報システム上での各

種問題を総括する。 

（全学情報セキュリティ実施責任者） 

第５条 法人に全学情報セキュリティ実施責任者を置き、情報担当副理事をもって

充てる。 

２ 全学情報セキュリティ実施責任者は、全学情報セキュリティ総括責任者の指示

により、情報システムの整備と運用に関し、ポリシーの実施を行う。 

３ 全学情報セキュリティ実施責任者は、情報システムの運用に携わる者及び利用

者に対して、情報システムの運用及び利用並びに情報システムのセキュリティに

関する教育を企画し、ポリシーの遵守を確実にするための教育を実施する。 

４ 全学情報セキュリティ総括責任者に事故があるときは、その職務を代行する。 

 （情報セキュリティ委員会） 

第６条 法人における情報セキュリティに関し必要な事項を審議するため、公立大

学法人広島市立大学組織規則（平成22年公立大学法人広島市立大学規則第１号）

第12条の規定に基づき情報セキュリティ委員会を設置する。 

２ 情報セキュリティ委員会に関し必要な事項は、公立大学法人広島市立大学情報

セキュリティ委員会規程（平成23年公立大学法人広島市立大学規程第34号）で定

める。 

（管理運営部局） 

第７条 情報システムの管理運営部局を置き、情報処理センターをもって充てる。 

（管理運営部局が行う事務） 

第８条 管理運営部局は、全学情報セキュリティ総括責任者の指示により、次に掲

げる事務を行う。 

⑴ 情報システムの運用及び利用におけるポリシーの総合調整 

⑵ インシデントの再発防止策の総合調整 

⑶ 講習計画、リスク管理及び非常時行動計画等の実施 

⑷ 情報システムのセキュリティに関する連絡及び通報 

⑸ 前各号に掲げるもののほか、情報セキュリティに関し、全学情報セキュリテ

ィ総括責任者が必要と認める事務 
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（部局情報セキュリティ責任者） 

第９条 各部局に部局情報セキュリティ責任者を置き、各部局の長（ただし、事務

局にあっては事務局次長）をもって充てる。 

２ 部局情報セキュリティ責任者は、次に掲げる事項を実施する。 

⑴ 部局における情報システムの運用方針の決定及び部局の所管する情報シス

テム上での各種問題に対する処置 

⑵ 部局の所管する情報システムの構成の決定及び技術的問題に対する処置の

総括 

⑶ 部局におけるポリシーの周知徹底及び実施 

⑷ 部局におけるインシデントの再発防止策の検討及び実施 

⑸ 前各号に掲げるもののほか、部局における情報セキュリティに関し必要な事

項 

（部局情報セキュリティ責任者補佐） 

第１０条 部局情報セキュリティ責任者は、部局の所管する情報システムの管理業

務において必要な単位ごとに部局情報セキュリティ責任者補佐を置き、各部局情

報セキュリティ責任者が任命した者を充てる。 

２ 部局情報セキュリティ責任者補佐は、部局情報セキュリティ責任者の指示によ

り、部局の所管する情報システムの運用の技術的実務を担当し、部局情報セキュ

リティ責任者を補佐する。 

 （役割の分離） 

第１１条 情報セキュリティ対策の運用において、以下の役割を同じ者が兼務しな

いものとする。 

⑴ 承認又は許可事案の申請者とその承認又は許可を行う者 

⑵ 監査を受ける者とその監査を実施する者 

 （法人外の情報セキュリティ水準の低下を招く行為の防止） 

第１２条 全学情報セキュリティ実施責任者は、法人外に対して情報セキュリティ

水準の低下を招く行為の防止に関する措置についての基準を整備する。 

（情報システム運用の外部委託管理） 

第１３条 全学情報セキュリティ総括責任者は、情報システムの運用業務のすべて

又はその一部を第三者に委託する場合には、当該第三者による情報セキュリティ

の確保が徹底されるよう必要な措置を講じるものとする。 
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（見直し） 

第１４条 全学情報セキュリティ総括責任者は、ポリシーの実施に際して課題及び

問題点が認められる場合は、実施基準及び手順の見直しを行う。 

２ 法人の情報システムを運用・管理する者並びに利用者及び臨時利用者は、ポリ

シーの実施に際して課題及び問題点が認められる場合は、当該内容を全学情報セキ

ュリティ総括責任者に報告する。    

附 則 

 この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成23年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成24年１月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成28年10月１日から施行する。 

 


